
南

方
（
そ

の

他
）
　 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
戦
記
　 

愛
知
県
　
三
矢
猶
吉
　 

大
正
八
年
四
月
生
ま
れ
の
私
は
、
昭
和
十
四
年
徴
集
の
現
役

兵
と
し
て
昭
和
十
五
年
四
月
豊
橋
の
歩
兵
第
十
八
連
隊
補
充
隊

歩
兵
砲
中
隊
に
入
営
、
翌
十
六
年
五
月
南
支
の
宝
安
に
上
陸
、

沖
三
七
五
〇
部
隊
（
独
立
速
射
砲
第
二
大
隊
）
に
転
属
と
な
り
、

十
二
月
八
日
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
る
と
直
ち
に
九
竜
半
島
に
進

出
し
た
。

昭
和
十
七
年
三
月
に
は
赤
道
を
越
え
て
「
チ
モ
ー
ル
」
島
西

端
の
「
ク
ー
パ
ン
」
に
上
陸
、
二
か
月
間
警
備
に
従
事
、
さ
ら

に
ジ
ャ
ワ
島
に
移
動
し
て
そ
こ
で
四
か
月
間
警
備
に
つ
き
、
九

月
十
二
日
に
は
「
ソ
ロ
モ
ン
」
群
島
に
到
着
し
た
。

昭
和
十
七
年
六
月
五
日
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
敗
れ
た
日

本
は
、
制
空
権
を
失
っ
て
い
っ
た
。
目
指
す
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

島
で
あ
っ
た
。
当
時
の
状
況
は
兵
隊
に
は
判
ら
な
い
が
何
か
大

変
な
こ
と
が
待
ち
受
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
月
三
日
頃
、
仙
台
の
第
二
師
団
と
共
に
十
六

隻
の
駆
逐
艦
に
乗
り
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
西
北
岸
ク
サ
フ
ァ

ロ
ン
グ
付
近
に
上
陸
。

歩
兵
第
二
九
連
隊
（
会
津
若
松
）
の
主
力
と
共
に
独
立
速
射

砲
第
二
大
隊
（
大
野
部
隊
）
は
海
岸
道
を
暗
夜
を
利
し
て
、
東

方
の
ル
ン
ガ
飛
行
場
奪
回
を
目
指
し
て
前
進
し
た
。

上
陸
当
時
の
大
野
部
隊
兵
力
は
三
個
中
隊
で
六
百
五
十
六
名

で
あ
っ
た
。

毎
日
、
歩
兵
部
隊
と
共
に
敵
を
撃
退
し
つ
つ
、
十
月
七
日
に



は
マ
タ
ニ
カ
ウ
川
右
岸
の
線
ま
で
進
出
し
、
飛
行
場
は
間
近
に

な
っ
た
。

し
か
し
米
軍
は
、
反
撃
に
転
じ
、
猛
烈
な
る
砲
撃
と
空
か
ら

の
爆
撃
に
加
え
、
海
か
ら
の
艦
砲
射
撃
の
熾
烈
極
ま
る
攻
撃
に

死
傷
者
が
続
出
し
た
。
隊
長
は
現
位
置
の
確
保
は
困
難
で
あ
る

と
判
断
し
、
マ
タ
ニ
カ
ウ
川
の
西
方
三
キ
ロ
の
冲
川
の
線
に
後

退
し
た
の
で
あ
っ
た
。

飛
行
場
制
圧
陣
地
の
後
退
は
、
ガ
島
総
攻
撃
の
困
難
化
を
示

唆
す
る
。
こ
の
時
期
大
野
部
隊
も
一
部
参
加
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
詳
細
不
明
で
、
な
お
相
当
数
の
犠
牲
者
が
あ
る
筈
で
あ

る
。主
力
は
冲
川
の
東
方
二
キ
ロ
の
勇
川
付
近
で
待
機
中
で
あ
っ

た
。
特
に
海
岸
地
帯
は
遮
■
物
は
少
な
く
地
形
的
に
は
我
が
方

に
と
っ
て
全
く
不
利
で
あ
っ
た
。

毎
日
三
～
四
回
に
わ
た
る
艦
砲
射
撃
、
地
上
か
ら
は
十
分
か

ら
十
五
分
間
隔
の
迫
撃
砲
の
砲
撃
、
空
か
ら
の
爆
撃
と
機
銃
掃

射
に
と
全
く
濃
密
度
あ
る
計
画
さ
れ
た
米
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、

そ
の
被
害
は
日
と
共
に
増
し
、
そ
の
激
し
さ
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
糧
米
も
ま
す
ま
す
少
な
く
な
り
、

一
日
二
合
だ
っ
た
の
が
一
合
と
半
減
し
、
栄
養
失
調
お
よ
び
マ

ラ
リ
ア
患
者
も
再
発
し
て
、
我
が
方
の
戦
力
は
ま
す
ま
す
減
退

し
て
い
っ
た
。

十
月
二
十
四
日
十
七
時
、
い
よ
い
よ
我
が
軍
の
総
攻
撃
で
あ

る
。歩
兵
部
隊
を
先
頭
に
敵
の
猛
烈
な
迫
撃
砲
火
の
中
を
敵
歩
兵

部
隊
と
攻
防
戦
を
展
開
し
つ
つ
前
進
を
す
る
。
翌
二
十
五
日
に

な
る
と
敵
の
防
禦
砲
火
は
ま
す
ま
す
そ
の
熾
烈
さ
を
増
し
死
傷

者
続
出
、
第
二
十
九
連
隊
長
古
宮
正
次
郎
大
佐
、
第
十
六
連
隊

長
広
安
寿
郎
大
佐
も
戦
死
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
し
て
二
十
六
日
六
時
、
攻
撃
中
止
の
命
令
が
下
り
、
ル
ン

ガ
飛
行
場
攻
略
は
三
度
不
成
功
と
な
る
。
全
く
残
念
で
な
ら
な

い
。二
十
六
日
の
昼
間
の
敵
の
砲
爆
撃
は
特
に
物
凄
い
攻
撃
だ
っ

た
。折
角
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら
、
再
度
後
退
の
止
む
な

き
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
遂
に
暗
夜
の
な
か
反
転
を
繰
り
返
し

沖
川
の
線
ま
で
後
退
し
た
。

大
野
部
隊
も
約
半
数
の
儀
牲
者
を
出
し
、
残
り
の
半
分
は
傷



病
者
で
戦
闘
可
能
な
者
は
僅
か
約
百
五
十
名
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。大
野
部
隊
長
は
残
余
の
将
兵
諸
君
の
生
命
を
、
こ
の
大
野
に

預
け
て
く
れ
、
次
の
攻
撃
に
は
思
い
残
す
こ
と
な
く
存
分
に
戦

い
抜
こ
う
。
そ
れ
ま
で
は
無
駄
死
に
す
る
こ
と
な
く
敵
の
砲
爆

撃
か
ら
身
を
守
れ
、
と
頭
を
下
げ
て
切
々
と
訓
示
激
励
を
さ
れ

た
。十
一
月
三
日
遂
に
そ
の
運
命
の
日
が
来
た
。
薄
明
か
り
を
つ

い
て
敵
戦
車
六
両
が
歩
兵
を
伴
い
来
襲
、
我
が
第
一
線
歩
兵
部

隊
と
交
戦
中
と
の
報
告
を
受
け
、
我
が
大
野
部
隊
に
出
撃
命
令

が
下
り
、
直
ち
に
戦
闘
に
耐
え
得
る
者
全
員
約
百
五
十
名
は
傷

病
者
を
現
位
置
に
残
し
勇
躍
出
動
し
、
第
一
線
に
到
着
す
る
や

直
ち
に
壕
を
掘
り
陣
地
構
築
し
て
砲
を
据
え
待
機
す
る
こ
と
暫

く
し
て
、
待
望
の
敵
戦
車
六
両
が
前
進
し
て
き
た
。

大
野
部
隊
長
は
戦
車
を
出
来
る
だ
け
引
き
寄
せ
て
一
斉
射
撃

の
命
令
を
下
し
た
。
こ
の
時
と
ば
か
り
に
射
ち
に
射
ち
ま
く
っ

た
。敵
戦
車
は
突
然
の
速
射
砲
の
攻
撃
に
多
大
の
損
害
を
受
け
直

ち
に
退
却
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
米
軍
は
速
射
砲
陣
地
の
存
在

を
知
っ
た
の
で
、
今
ま
で
に
な
い
激
し
い
砲
爆
撃
を
加
え
て
き

た
た
め
遂
に
大
野
部
隊
の
砲
は
破
壊
さ
れ
、
全
滅
の
悲
運
に
見

舞
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

息
も
つ
か
せ
ぬ
砲
爆
撃
の
す
き
に
周
囲
を
見
廻
し
て
も
健
全

な
者
は
見
当
た
ら
な
い
。
戦
友
の
動
か
な
い
屍
が
重
な
り
傷
つ

い
た
者
を
手
当
す
る
薬
も
無
く
、
い
か
ん
と
も
為
す
す
べ
が
無

い
。暗
く
な
る
の
を
待
っ
て
数
十
名
の
負
傷
者
と
共
に
患
者
班
の

待
機
し
て
い
る
冲
川
の
線
ま
で
後
退
し
た
が
、
途
中
に
お
い
て

も
敵
の
包
囲
下
の
脱
出
ゆ
え
数
名
の
戦
友
を
失
っ
た
の
で
あ
っ

た
。冲
川
の
患
者
班
の
位
置
に
到
着
し
た
時
、
健
全
な
る
は
三
矢

た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。

冲
川
に
退
っ
て
も
米
軍
の
毎
日
の
日
課
通
り
の
猛
烈
な
る
砲

爆
撃
は
全
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

食
無
く
、
薬
無
く
、
次
々
と
死
傷
者
は
出
る
ば
か
り
、
そ
の

中
の
重
傷
者
は
水
無
川
付
近
の
第
二
師
団
の
野
戦
病
院
へ
と
運

ば
れ
て
行
く
が
、
皆
ほ
と
ん
ど
が
昇
天
し
た
の
で
あ
っ
た
。

部
隊
長
以
下
死
傷
し
、
私
は
た
だ
一
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た



の
で
、
近
く
の
部
隊
の
指
揮
官
に
申
告
し
、
し
ば
し
の
間
そ
の

部
隊
に
転
属
と
な
り
行
動
を
共
に
し
て
い
た
が
、
残
念
に
も
食

糧
の
こ
と
で
員
数
外
の
扱
い
を
さ
れ
た
。
糧
米
の
欠
乏
し
て
い

た
時
に
他
か
ら
の
一
時
的
な
兵
隊
で
は
仕
方
の
無
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
同
じ
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
何
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
日
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
栄
養
失
調
は
ま
す
ま
す
そ
の
度
を

加
え
、
そ
の
上
に
下
痢
を
併
発
し
て
体
力
は
弱
り
、
歩
く
の
に

苦
痛
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
い
つ
の
ま
に
か

独
り
だ
け
の
生
活
に
な
っ
て
い
た
。

独
り
に
な
れ
ば
食
糧
は
自
分
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

米
は
入
手
困
難
だ
か
ら
艦
砲
射
撃
で
倒
さ
れ
た
浜
椰
子
の
若
芽

を
集
め
る
こ
と
が
日
課
に
な
り
絶
食
の
日
も
度
々
と
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
一
月
二
十
日
頃
、
部
隊
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
に
集

結
し
て
ル
ン
ガ
飛
行
場
に
逆
上
陸
を
敢
行
し
て
全
員
玉
砕
す
る

と
い
う
情
報
が
流
れ
、
散
在
す
る
各
隊
が
陣
地
離
脱
を
開
始
し

た
の
で
私
も
遅
れ
じ
と
弱
り
切
っ
た
身
体
に
鞭
打
っ
て
部
隊
の

後
を
追
っ
た
。

前
線
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
（
島
の
北
西
端
）
ま
で
約
六
十
キ

ロ
あ
る
。
一
日
約
四
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
速
度
で
、
や
っ
と
■
り
着

い
た
。
途
中
の
惨
状
は
言
葉
に
な
ら
な
い
。
地
獄
と
は
こ
れ
を

い
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
ど
う
か
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
」
と
す
が
り
着
か
れ
て
も
ど

う
に
も
な
ら
な
い
。
心
を
鬼
に
し
て
や
っ
と
二
月
七
日
の
最
後

の
第
三
次
撤
収
に
間
に
合
っ
た
。
暗
い
海
岸
で
待
機
す
る
こ
と

し
ば
ら
く
。
そ
の
う
ち
待
ち
に
待
っ
た
小
発
の
エ
ン
ジ
ン
の
音

を
聞
き
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

小
発
が
到
着
す
る
と
一
斉
に
艇
の
舷
に
す
が
り
つ
く
が
、
ど

う
し
て
も
自
力
で
艇
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
時
、

艇
の
乗
員
が
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
て
引
き
ず
り
上
げ
て
く
れ

た
。
と
た
ん
に
全
身
の
力
が
抜
け
て
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

助
か
っ
た
実
感
が
身
内
に
湧
き
出
た
。

長
い
間
多
く
の
戦
友
と
共
に
戦
い
、
共
に
励
ま
し
あ
っ
た
、

あ
の
苦
し
か
っ
た
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。

大
野
部
隊
六
百
五
十
名
の
霊
魂
天
に
在
っ
て
我
れ
の
撤
退
を

守
る
か
。
ま
た
瞑
せ
ず
し
て
地
に
咽
び
泣
く
か
。
奇
し
く
も
天

佑
か
神
の
助
か
、
最
後
の
撤
退
に
間
に
合
う
と
は
。
こ
れ
も
散

華
し
た
戦
友
の
霊
魂
の
加
護
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
。
御
霊



に
対
し
冥
福
を
祈
り
つ
つ
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
正
に
断
腸
の
思

い
な
り
、
駆
逐
艦
は
暗
夜
の
海
を
全
速
力
で
一
路
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

ル
島
へ
と
急
ぐ
。

ガ
島
よ
、
さ
ら
ば

私
は
そ
の
後
「
マ
ニ
ラ
」
陸
軍
病
院
に
転
送
さ
れ
内
地
陸
軍

病
院
退
院
、
昭
和
十
九
年
四
月
除
隊
と
な
る
。

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
争
奪
戦
に
お
け
る
日
本
軍
の
損
害
は
、

戦
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
二
百

餓
死
ま
た
は
病
死
　
　
一
万
一
千

合

計
　
　
　
　
一
万
九
千
二
百
名

に
の
ぼ
る
。

幸
い
撤
退
に
成
功
し
た
者
も
皮
を
か
ぶ
っ
た
骸
骨
の
様
相
を

呈
し
死
亡
す
る
者
続
出
し
た
が
、
生
き
残
っ
た
兵
隊
は
比
島
を

経
て
ビ
ル
マ
の
戦
場
に
送
ら
れ
命
を
失
っ
た
者
多
数
と
い
う
。

戦
争
の
冷
酷
さ
の
標
本
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

私
達
は
大
野
中
佐
以
下
戦
死
者
の
慰
霊
の
た
め
愛
知
県
三
ケ

根
山
の
山
頂
に
忠
魂
碑
を
建
て
戦
績
を
記
し
て
霊
の
永
遠
に
安

ら
か
な
れ
と
祈
っ
て
い
る
。

【
解

説
】

破
竹
の
進
撃
を
し
た
陸
海
軍
は
昭
和
十
七
年
五
月
頃
、
南
方

要
域
を
攻
略
し
、
米
国
と
豪
州
を
遮
断
す
る
作
戦
を
計
画
し
、

五
月
十
八
日
、
第
十
七
軍
（
沖
）
が
編
成
さ
れ
、
軍
司
令
官
は

百
武
晴
吉
中
将
で
あ
っ
た
。
そ
の
編
成
は
概
要
次
の
通
り

南
海
支
隊
（
第
五
十
五
師
団
、
当
時
楯
部
隊
）
歩
兵
第
一
四

四
連
隊
―
高
知
―
基
幹

歩
兵
第
三
十
五
旅
団
（
歩
兵
第
百
十
四
連
隊
―
小
倉
―
欠
）

青
葉
支
隊
（
第
二
師
団
の
歩
兵
第
四
連
隊
基
幹
）

歩
兵
第
四
十
一
連
隊
（
第
五
師
団
の
一
部
）

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
連
合
軍
の
反
撃
は
激
し
く
歩
兵
第
二
十

八
連
隊
（
第
七
師
団
）
の
一
木
支
隊
が
八
月
十
八
日
、
ガ

島
上
陸
、
二
十
日
夜
攻
撃
失
敗
。

続
い
て
九
月
十
二
、
十
三
日
の
川
口
支
隊
（
歩
兵
第
三
十
五

旅
団
長
、
川
口
清
健
少
将
）
が
急
派
さ
れ
、
夜
間
攻
撃
失
敗
。

逐
次
戦
闘
加
入
は
連
合
軍
を
甘
く
見
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
大
本
営
も
現
地
軍
も
、
ま
ず
ガ
島
を
奪
回
し
て
南
太
平

洋
の
戦
局
を
好
転
さ
せ
る
べ
く
、
本
格
的
準
備
に
か
か
り
、
い

よ
い
よ
泥
沼
の
ガ
島
戦
が
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。



執
筆
者
三
矢
氏
の
所
属
す
る
独
立
速
射
砲
第
二
大
隊
は
、
満

州
か
ら
第
十
七
軍
直
部
隊
と
し
て
転
属
し
、
防
諜
名
に
「
沖
」

が
冠
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
部
隊
が
配
属
さ
れ
た
仙
台
編
成
の

第
二
師
団
（
勇
）
主
力
は
、
公
刊
戦
史
に
よ
れ
ば
、
十
月
三
日

以
降
逐
次
、
海
軍
艦
艇
に
よ
っ
て
ガ
島
に
輸
送
さ
れ
た
こ
と
は

三
矢
氏
が
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
師
団
の
戦
闘
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

同
師
団
等
の
輸
送
、
上
陸
に
対
し
て
は
、
連
合
艦
隊
は
全
力

を
あ
げ
掩
護
し
、
戦
艦
「
金
剛
」「
榛
名
」
以
下
は
十
三
日
夜
、

そ
の
主
砲
で
、
ル
ン
ガ
飛
行
場
を
砲
撃
し
た
。

第
二
師
団
主
力
は
、
ル
ン
ガ
飛
行
場
の
南
側
方
面
か
ら
米
軍

の
側
背
部
を
急
襲
す
る
こ
と
と
な
り
ジ
ャ
ン
グ
ル
道
を
啓
開
し

つ
つ
ル
ン
ガ
川
上
流
に
向
か
っ
た
。
将
兵
は
糧
食
と
兵
器
弾
薬

を
背
負
っ
て
、
急
坂
に
苦
し
み
つ
つ
進
ん
だ
。
総
攻
撃
は
十
月

二
十
四
日
及
び
二
十
五
日
夜
行
わ
れ
た
が
、
第
二
歩
兵
団
長
那

須
少
将
以
下
多
数
将
兵
が
斃
れ
て
攻
略
は
失
敗
し
た
。
そ
の
こ

ろ
連
合
艦
隊
は
第
二
師
団
の
総
攻
撃
に
策
応
す
る
た
め
出
撃
し

た
が
、
ソ
ロ
モ
ン
北
方
海
上
で
米
機
動
部
隊
と
遭
遇
し
、
南
太

平
洋
海
戦
が
起
こ
り
、
第
二
師
団
援
護
は
出
来
ず
、
陸
軍
の
ガ

島
奪
回
攻
撃
も
失
敗
に
帰
し
た
。

そ
の
後
、
第
三
十
八
師
団
（
沼
）
の
上
陸
も
米
海
軍
の
妨
害

に
よ
り
（
第
三
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
生
起
等
）

、
人
員
及
一
部
の

軍
需
品
揚
陸
に
終
わ
り
、
戦
闘
力
を
補
充
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
爾
後
、
補
給
は
駆
逐
艦
ま
た
は
潜
水
艦
に
よ
る
鼠
輸

等
に
よ
り
、
武
器
弾
薬
、
食
糧
、
医
療
品
等
の
補
給
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
文
字
通
り
の
餓
島
と
な
っ
た
。

十
二
月
三
十
一
日
、
大
本
営
は
ガ
島
の
兵
力
を
後
方
の
線
に

撤
収
す
る
こ
と
に
決
し
、
翌
一
月
四
日
、
こ
れ
を
発
令
し
た
。

撤
収
は
二
月
一
日
、
四
日
、
七
日
の
三
次
に
わ
た
り
、
毎
回
駆

逐
艦
二
十
隻
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
米
軍
は
、
こ
れ
を

増
援
、
補
給
輸
送
と
誤
っ
て
判
断
し
た
た
め
、
撤
収
は
予
想
外

に
順
調
に
行
わ
れ
た
。
撤
収
総
人
員
は
陸
軍
約
九
千
八
百
名
、

海
軍
約
八
百
三
十
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
没
者
数
は
陸
軍
約

二
万
八
百
名
、
海
軍
約
三
千
八
百
名
で
、
計
二
万
四
千
六
百
名

で
あ
る
。

ガ
島
戦
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
戦
史
が
刊
行
も
さ
れ
、
体
験

記
等
も
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
師
団
長
が
、
ガ
島
上
陸
後

軍
命
令
を
受
領
し
、
十
月
二
十
日
、
午
前
十
時
、
師
団
攻
撃
の



た
め
下
達
し
た
命
令
（
勇
作
命
甲
第
一
七
三
号
）
は
次
の
如
く

で
あ
る
。軍

隊

区

分

右
翼
隊

長
　
歩
兵
第
三
十
五
旅
団
長
　
川
口
少
将

歩
兵
第
百
二
十
四
連
隊
（
福
岡
編
成
）
第
三
大
隊
、
歩
兵
第

二
百
三
十
連
隊
（
第
三
八
師
団
、
静
岡
）（
二
大
隊
欠
）

、
迫
撃

砲
第
三
大
隊
第
三
中
隊
、
独
立
速
射
砲
第
六
大
隊
、
同
第
九
中

隊
、
独
立
山
砲
兵
第
二
十
大
隊
、
工
兵
第
二
連
隊
の
一
中
隊
、

衛
生
隊
三
分
一
。

左
翼
隊

長
　
第
二
歩
兵
団
長
　
那
須
少
将

歩
兵
第
二
十
九
連
隊
（
会
津
若
松
編
成
）
、
迫
撃
第
三
大
隊
、

◎
独
立
速
射
砲
第
二
大
隊
ノ
一
中
隊
、
野
砲
兵
第
二
連
隊
第

二
大
隊
、
独
立
山
砲
兵
第
十
連
隊
、
工
兵
第
二
連
隊
ノ
一
中
隊
、

歩
兵
第
百
二
十
四
連
隊
、
挺
身
作
業
隊
、
衛
生
隊
三
分
ノ
一
。

予
備
隊

長
　
歩
兵
第
十
六
連
隊
長
　
廣
安
大
佐

歩
兵
第
十
六
連
隊
（
新
発
田
編
成
）

、

工
兵
隊

長
　
工
兵
第
二
連
隊
長
　
高
橋
大
佐

工
兵
第
二
連
隊
、
工
兵
第
七
連
隊
ノ
一
中
隊
、
独
立
工
兵
第

十
五
連
隊
ノ
一
小
隊

輜
重
隊

長
　
輜
重
兵
第
二
連
隊
長
　
新
村
大
佐

輜
重
兵
第
二
連
隊
、
北
尾
部
隊
（
一
〇
〇
名
及
工
兵
第
七
連

隊
ノ
一
中
隊
欠
）

師
団
直
轄
部
隊

師
団
通
信
隊
、
衛
生
隊
（
三
分
ノ
二
欠
）

、
野
戦
病
院
、
第
六

十
七
兵
站
病
院
ノ
一
部
、
第
七
十
六
兵
站
病
院
、
第
二
師
団
防

疫
給
水
部
、
第
二
十
四
防
疫
給
水
部
ノ
一
部
、
第
二
師
団
兵
器

勤
務
隊

以

上

独
立
　
速
射
砲
第
二
大
隊
（
沖
三
七
五
〇
部
隊
）
略
歴

十
七
年
九
月
二
十
九
日
　
ジ
ャ
ワ
島
ス
ラ
バ
ヤ
港
出
発
、

シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
寄
港
。

同
年
十
月
十
日
　
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
「
サ
タ
コ
ア
ン
グ
」
上

陸
。

同
年
十
月
十
七
日
　
「
ガ
」
島
攻
撃
及
撤
収
作
戦
に
参
加
。

十
八
年
二
月
三
日
　
ボ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
エ
レ
ベ
ン
タ
に
於
い

て
人
員
資
材
充
足
し
次
期
作
戦
準
備
と
同
地
付
近
の
警

備
。

同
年
七
月
七
日
　
部
隊
充
員
。



同
年
七
月
八
日
～
八
月
八
日
　
二
個
中
隊
を
第
六
師
団
歩
兵

連
隊
に
配
属
、
本
部
及
二
個
中
隊
は
ム
ン
ダ
海
岸
付
近

の
陣
地
確
保
に
任
ず
。

同
年
八
月
九
日
～
九
月
三
十
日
　
ム
ン
ダ
よ
り
コ
ロ
ン
バ
ガ

ラ
島
に
転
進
、
歩
兵
第
十
三
連
隊
に
配
属
、
飛
行
場
付

近
の
陣
地
確
保
に
任
ず
。

同
年
十
月
十
五
日
～
十
九
年
四
月
三
十
日
　
十
月
中
旬
ボ
ー

ゲ
ン
ビ
ル
島
エ
レ
ベ
ン
タ
に
復
帰
、
部
隊
充
員
及
整
備

同
時
に
第
九
中
隊
二
〇
〇
名
と
併
合
。

歩
兵
第
十
三
連
隊
に
配
属
し
タ
ロ
キ
ナ
作
戦
に
参
加
、
解
隊

ま
で
「
マ
ワ
レ
カ
」
―
「
ジ
ャ
バ
」
海
岸
の
防
御
戦
闘

に
参
加
。

十
九
年
六
月
一
日
　
現
地
復
員
せ
る
も
、
十
九
年
七
月
ま
で

現
態
勢
の
ま
ま
海
岸
防
禦
任
務
続
行
。

同
年
六
月
一
日
～
五
日
　
第
一
回
「
マ
ワ
レ
カ
」「
ジ
ャ
バ
」

の
戦
闘
に
参
加
。

同
年
六
月
二
十
日
前
後
　
第
二
回
「
マ
ワ
レ
カ
」「
ジ
ャ
バ
」

の
戦
闘
に
参
加
。

解
散
後
転
属
次
の
如
し
、
歩
兵
第
十
三
連
隊
（
第
六
師

団
熊
本
編
成
）
二
二
九
名
、
二
十
三
連
隊
（
都
城
編

成
）
一
四
三
名
、
歩
兵
第
四
十
五
連
隊
（
鹿
児
島
編

成
）
一
三
名
、
そ
の
他
九
部
隊
　
計
五
一
八
名
　
合
計

九
〇
三
名
。

レ
ン
バ
ン
島
多
根
岬
　 茨城
県
　
猪
瀬
良
一
　 

日
本
の
無
条
件
降
伏
を
知
っ
た
の
は
マ
ラ
イ
半
島
北
端
の
町
、

ス
ン
ゲ
ー
パ
タ
ニ
ー
に
あ
っ
た
第
三
陸
軍
病
院
分
院
で
で
あ
っ

た
。マ
ラ
イ
中
部
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
岸
の
町
、

ポ
ー
ト
ジ
ク
ソ
ン
、

シ
ル
サ
の
南
方
軍
下
士
官
候
補
者
隊
（
臨
時
に
予
備
士
官
学
校

と
し
て
使
わ
れ
た
）
を
卒
業
し
た
見
習
士
官
二
百
八
十
名
と
共

に
ビ
ル
マ
方
面
軍
へ
転
属
の
た
め
軍
用
列
車
で
北
上
中
、
真
性

腸
チ
フ
ス
に
か
か
り
、
タ
イ
領
ハ
ヂ
ャ
イ
の
第
四
野
戦
病
院
に

入
院
し
た
の
が
、

昭
和
二
十
年
四
月
十
五
日
と
記
憶
し
て
い
る
。

幸
に
も
一
命
を
と
り
と
め
た
も
の
の
、
容
易
に
は
体
力
が
回




